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４
月
２２
日
か
ら
２４
日
に
か
け
て

全
国
の
７
つ
の
議
長
会
が
総
会
を

開
催
し
た
。

４
月
２２
日
に
は
中
国
議
長
会

（
開
催
地
�
岡
山
市
、以
下
同
じ
）、

２３
日
に
は
四
国
（
高
知
市
）
、
２４

日
に
は
北
海
道
（
北
広
島
市
）
・

北
信
越
（
富
山
市
）

・
関
東
（
川
越
市
）

・
東
海
（
岐
阜
市
）

・
九
州
（
熊
本
市
）

の
各
議
長
会
が
そ
れ

ぞ
れ
総
会
を
開
催
。
４
月
１５
日
の

近
畿
議
長
会
か
ら
始
ま
っ
た
全
国

９
つ
の
議
長
会
総
会
は
こ
れ
で
す

べ
て
終
了
し
た
。

７
議
長
会
の
総
会
で
は
、
会
長

を
は
じ
め
新
役
員
を
選
任
。
こ
の

結
果
、
新
会
長
に
は
▽
北
海
道
�

畑
瀬
幸
二
・
札
幌
市
議
長
▽
北
信

越
�
五
本
幸
正
・
富
山
市
議
長
▽

関
東
�
篠
崎
光
男
・
宇
都
宮
市
議

長
▽
東
海
�
浅
井
武
司
・
岐
阜
市

議
長
▽
中
国
�
宮
武
博
・
岡
山
市

議
長
▽
四
国
�
岡
�
洋
一
郎
・
高

知
市
議
長
▽
九
州
�
牛
嶋
弘
・
熊

本
市
議
長
―
―
が
選
任
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
各
都
府
県
（
北
海
道

で
は
支
部
）
ご
と
に
提
出
さ
れ
た

要
望
議
案
を
審
議
、
決
定
し
た
。

各
議
長
会
は
要
望
議
案
の
う
ち

３
件
以
内
を
「
部
会
提
出
議
案
」

と
し
て
、
５
月
２８
日
開
催
の
全
国

市
議
会
議
長
会
第
８４
回
定
期
総
会

に
提
出
す
る
。
総
会
で
審
議
、
議

決
さ
れ
た
議
案
は
本
会
要
望
事
項

と
し
て
採
択
。
７
月
１５
日
の
理
事

会
で
地
方
行
政
委
員
会
な
ど
５
委

員
会
に
付
託
さ
れ
る
。
（
９
部
会

の
提
出
議
案
は
２
面
に
掲
載
）

本
会
の
地
方
分
権
改
革
・
道
州

制
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長
を
務

め
る
川
口
浩
・
福
岡
市
議
会
議
長

は
４
月
２５
日
、
第
２９
次
地
方
制
度

調
査
会
の
専
門
小
委
員
会
に
出
席

し
、
意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
専
門
小
委
で
は
、
首

相
か
ら
の
諮
問
を
受
け
▽
基
礎
自

治
体
の
あ
り
方
▽
監
査
機
能
の
充

実
・
強
化
―
―
な
ど
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
て
き
た
。
最
近
で
は
、

監
査
委
員
の
選
任
方
法
を
現
在
の

「
首
長
の
選
任
」
か
ら
「
議
会
の

選
任
」
へ
改
め
、
執
行
部
か
ら
の

独
立
性
を
高
め
る
方
向
で
一
致
し

て
い
た
。

ま
た
、
監
査
委
員
の
議
会
選
任

と
併
せ
、
議
会
か
ら
の
一
定
の
独

立
性
を
担
保
す
る
た
め
、
議
員
が

監
査
委
員
を
務
め
る
「
議
選
委

員
」
を
廃
止
す
る
こ
と
も
検
討
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
本
会
は
じ

め
三
議
長
会
の
代
表
が
、
専
門
小

委
の
場
で
意
見
を
述
べ
た
。

本
会
の
川
口
特
別
委
員
長
は
、

議
選
委
員
を
一
律
に
廃
止
す
る
の

で
は
な
く
、
「
議
選
委
員
の
存
置

そ
の
も
の
を
議
会
の
判
断
に
委
ね

る
こ
と
も
１
つ
の
考
え
方
」
と
の

認
識
を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
「
監
査
委
員
の
独
立

性
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
監
査
の

実
効
性
を
担
保
で
き
な
い
結
果
を

招
い
て
は
意
味
が
な
い
」
と
指
摘

し
た
。
こ
の
指
摘
は
、
議
選
委
員

廃
止
で
意
見
が
一
致
し
つ
つ
あ
っ

た
専
門
小
委
の
議
論
に
波
紋
を
起

こ
し
、
当
日
に
導
き
出
す
予
定
で

あ
っ
た
結
論
を
持
ち
越
し
、
改
め

て
議
論
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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地制調
小 委

議
選
監
査
委
で
議
論

川
口
本
会
委
員
長
が
意
見

７７
議議
長長
会会
がが
総総
会会
開開
くく

新
会
長
、要
望
な
ど

決
定

畑瀬幸二・北海道議長会
会長（札幌市）

五本幸正・北信越議長会
会長（富山市）

宮武博・中国議長会
会長（岡山市）

篠崎光男・関東議長会
会長（宇都宮市）

岡�洋一郎・四国議長会
会長（高知市）

浅井武司・東海議長会
会長（岐阜市）

牛嶋弘・九州議長会
会長（熊本市）

川
口
委
員
長
（
左
）
が
意
見
陳
述

（１） 平成２０年５月１５日 第１６８７・８８号



９
部
会
か
ら
本
会
定
期
総
会
へ

提
出
さ
れ
る
議
案
は
次
の
と
お

り
。
（
項
目
の
み
掲
載
）

北
海
道
部
会

▽
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

▽
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
と

隣
接
地
域
の
振
興
対
策

▽
地
域
医
療
体
制
の
充
実
確
保

東
北
部
会

▽
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進

▽
港
湾
の
整
備
促
進

▽
地
震
・
津
波
対
策

北
信
越
部
会

▽
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の

整
備
促
進

▽
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
業
事
業

者
等
の
操
業
停
止
に
備
え
た
基

金
等
の
創
設
と
事
業
者
へ
の
加

入
指
導

▽
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

関
東
部
会

▽
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
確

立
▽
自
殺
防
止
対
策
の
推
進

▽
国
民
健
康
保
険
に
係
る
国
庫
負

担
金
の
減
額
算
定
措
置
の
廃
止

東
海
部
会

▽
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

還
の
要
件
緩
和

▽
地
域
医
療
対
策

▽
住
宅
除
去
工
事
を
行
っ
た
際
の

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

近
畿
部
会

▽
救
急
医
療
体
制
の
充
実

中
国
部
会

▽
真
の
地
方
分
権
改
革
の
実
現

▽
地
方
債
制
度
の
見
直
し

▽
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

四
国
部
会

▽
自
治
体
病
院
の
医
師
確
保

▽
離
島
地
域
に
お
け
る
高
度
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

▽
吉
野
川
に
お
け
る
無
堤
地
区
の

早
期
解
消
及
び
内
排
水
対
策

九
州
部
会

▽
過
疎
法
の
失
効
に
伴
う
新
た
な

法
律
の
制
定

▽
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
対
策
及

び
粗
飼
料
の
増
産
対
策

▽
九
州
に
お
け
る
高
速
交
通
網
の

整
備
充
実

▼
議
長

▽
境
港

米
村
一
三（
３
・
５
）

▽
飛
�

深
田
直
彦（
３
・
７
）

▽
御
坊

向
井
孝
行（
３
・
７
）

▽
那
珂

加
藤
直
行（
３
・
１０
）

▽
豊
後
高
田中

山
田
健
晴（
３
・
１０
）

▽
珠
洲

新
谷
栄
作（
３
・
１４
）

▽
白
山

石
田
正
昭（
３
・
１９
）

▽
入
間

金
子
俊
雄（
３
・
１９
）

▽
阿
波

稲
岡
正
一（
３
・
１９
）

▽
四
万
十

岡
村
剛
承（
３
・
１９
）

▽
坂
東

�
岡
久
男（
３
・
２１
）

▽
三
沢

馬
場
騎
一（
３
・
２４
）

▽
富
山

五
本
幸
正（
３
・
２４
）

▽
洲
本

和
田
正
昭（
３
・
２６
）

▽
狛
江

白
井

明（
３
・
２７
）

▼
副
議
長

▽
境
港

南
條
可
代
子（
３
・
６
）

▽
飛
�

高
原
邦
子（
３
・
７
）

▽
八
幡

橋
本
宗
之（
３
・
７
）

▽
御
坊

中
野
武
一（
３
・
７
）

▽
那
珂

雨
川
和
幸（
３
・
１０
）

▽
豊
後
高
田

北
�
安
行（
３
・
１０
）

▽
珠
洲

寺
井
秀
樹（
３
・
１４
）

▽
入
間

田
中
智
義（
３
・
１９
）

▽
阿
波

稲
井
隆
伸（
３
・
１９
）

▽
四
万
十

白
木
一
嘉（
３
・
１９
）

▽
白
山

中
西
恵
造（
３
・
２０
）

▽
坂
東

杉
村
裕
已（
３
・
２１
）

▽
富
士
見池

内
八
十
四
郎（
３
・
２１
）

▽
木
更
津

大
村
富
良（
３
・
２１
）

▽
三
沢

山
本
弥
一（
３
・
２４
）

▽
富
山

原
田
佳
津
広（
３
・
２４
）

▽
別
府

萩
野
忠
好（
３
・
２５
）

▽
鹿
屋

白
坂
茂
美（
３
・
２５
）

▽
洲
本

岡
崎

稔（
３
・
２６
）

▼
事
務
局
長

▽
美
祢

重
村
暢
之（
３
・
２１
）

▽
帯
広

敷
本
澄
雄（
４
・
１
）

▽
網
走

和
田
俊
太
郎（
４
・
１
）

▽
赤
平

大
橋

一（
４
・
１
）

▽
江
別

富
川

核（
４
・
１
）

▽
根
室

平
松
利
英（
４
・
１
）

▽
富
良
野

藤
原
良
一（
４
・
１
）

▽
弘
前

碇
谷

明（
４
・
１
）

▽
八
戸

山
内

隆（
４
・
１
）

▽
十
和
田

芋
田

保（
４
・
１
）

▽
三
沢

川
代
一
男（
４
・
１
）

▽
む
つ

河
野
健
二（
４
・
１
）

▽
つ
が
る

川
嶋
芳
仁（
４
・
１
）

▽
平
川

木
村
雅
彦（
４
・
１
）

▽
久
慈

根
井

元（
４
・
１
）

▽
遠
野

阿
部

正（
４
・
１
）

▽
陸
前
高
田

中
井

力（
４
・
１
）

▽
釜
石

清
野
信
雄（
４
・
１
）

▽
白
石

小
関
市
次
郎（
４
・
１
）

▽
名
取

高
橋
政
志（
４
・
１
）

▽
秋
田

内
山
幸
夫（
４
・
１
）

▽
能
代

小
野
正
博（
４
・
１
）

▽
由
利
本
荘

村
上
典
夫（
４
・
１
）

▽
湯
沢

横
山
健
一（
４
・
１
）

▽
酒
田

菊
池

太（
４
・
１
）

▽
村
山

安
達
敬
太
郎（
４
・
１
）

▽
長
井

松
本

弘（
４
・
１
）

▽
天
童

村
山

隆（
４
・
１
）

▽
福
島

大
内

恒（
４
・
１
）

▽
長
岡

五
十
嵐

整（
４
・
１
）

▽
柏
崎

阿
部
忠
夫（
４
・
１
）

▽
十
日
町

萬
羽
美
栄（
４
・
１
）

▽
糸
魚
川

神
喰
重
信（
４
・
１
）

▽
胎
内

渡
辺

忍（
４
・
１
）

▽
射
水

宮
�

治（
４
・
１
）

▽
魚
津

加
藤

寛（
４
・
１
）

▽
滑
川

大
黒
隆
文（
４
・
１
）

▽
南
砺

奥
野
伸
一（
４
・
１
）

▽
七
尾

藤

勝
好（
４
・
１
）

▽
輪
島

嘉
地
和
春（
４
・
１
）

▽
能
美

澤
田
信
市（
４
・
１
）

▽
坂
井

内
江
眞
人（
４
・
１
）

▽
茅
野

田
中
久
充（
４
・
１
）

▽
安
曇
野

橋
渡
久
雄（
４
・
１
）

▽
八
王
子

大
熊

誠（
４
・
１
）

▽
青
梅

新
井
光
昭（
４
・
１
）

▽
小
金
井

工
藤
章
男（
４
・
１
）

▽
国
分
寺

鈴
木
吉
弘（
４
・
１
）

▽
清
瀬

森
谷
正
三（
４
・
１
）

▽
羽
村

町
田

茂（
４
・
１
）

▽
あ
き
る
野

平
野
恒
夫（
４
・
１
）

▽
杉
並

伊
藤
重
夫（
４
・
１
）

▽
�
飾

菱
沼

実（
４
・
１
）

▽
厚
木

伊
東
一
男（
４
・
１
）

▽
大
和

玉
木

進（
４
・
１
）

▽
伊
勢
原

小
澤
和
博（
４
・
１
）

▽
座
間

飯
田
敏
夫（
４
・
１
）

▽
富
士
吉
田

分
部
秀
博（
４
・
１
）

▽
大
月

加
藤
光
三（
４
・
１
）

▽
韮
崎

高
添
秀
明（
４
・
１
）

▽
甲
斐

小
澤
久
生（
４
・
１
）

▽
北
杜

赤
岡
繁
生（
４
・
１
）

▽
甲
州

廣
瀬
一
秀（
４
・
１
）

▽
結
城

奥
村
広
志（
４
・
１
）

▽
高
萩

平
田
晴
一（
４
・
１
）

▽
北
茨
城

鈴
木
利
和（
４
・
１
）

▽
取
手

寺
田
正
文（
４
・
１
）

▽
つ
く
ば

高
田

清（
４
・
１
）

▽
潮
来

橋
本
静
一
郎（
４
・
１
）

▽
坂
東

染
谷
隆
一（
４
・
１
）

▽
佐
野

大
川

勇（
４
・
１
）

▽
日
光

見
目

昭（
４
・
１
）

▽
前
橋

久
保
田
泰
夫（
４
・
１
）

▽
渋
川

牧
口
百
合
子（
４
・
１
）

▽
藤
岡

久
保
田
和
美（
４
・
１
）

▽
さ
い
た
ま

小
島

博（
４
・
１
）

▽
川
越

高
橋
幸
男（
４
・
１
）

▽
熊
谷

杉
田
進
司（
４
・
１
）

▽
川
口

橋
本
文
雄（
４
・
１
）

▽
飯
能

上
村

亨（
４
・
１
）

▽
東
松
山

小
澤
謙
一（
４
・
１
）

▽
狭
山

水
澤
洋
介（
４
・
１
）

▽
鴻
巣

成
塚
益
己（
４
・
１
）

▽
戸
田

寺
園
美
穂（
４
・
１
）

▽
入
間

木
下
和
久（
４
・
１
）

▽
鳩
ケ
谷

板
橋

勝（
４
・
１
）

▽
桶
川

太
田
宜
克（
４
・
１
）

▽
八
潮

植
原
正
道（
４
・
１
）

▽
富
士
見

奥
村
敬
一（
４
・
１
）

▽
�
田

竹
野
谷
元
司（
４
・
１
）

▽
坂
戸

横
田
恒
雄（
４
・
１
）

▽
鶴
ヶ
島

関
口
博
行（
４
・
１
）

▽
市
川

小
安
政
夫（
４
・
１
）

▽
館
山

伊
藤
一
雄（
４
・
１
）

▽
松
戸

和
知
育
夫（
４
・
１
）

▽
茂
原

風
戸
茂
樹（
４
・
１
）

▽
東
金

古
川
正
美（
４
・
１
）

▽
八
千
代

三
上
博
文（
４
・
１
）

▽
鴨
川

渡
辺

仁（
４
・
１
）

▽
鎌
ケ
谷

人
見
秋
水（
４
・
１
）

▽
八
街

今
井
誠
治（
４
・
１
）

▽
富
里

綿
貫
一
義（
４
・
１
）

▽
山
武

加
瀬
芳
美（
４
・
１
）

��
部部
会会
提提
出出
議議
案案

議

会

人

事
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全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
提
供
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
を
も
と
に
、

３
月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
（
上
）で
は
、

「
医
療
従
事
者
不
足
の
解
消
な
ど
地
域
医
療
・
救
急
医
療
体
制
の
充
実
・
確
保
」
を
求
め
る
も
の
が
、
最

多
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
医
療
に
関
す
る
意
見
書
が

数
多
く
議
決
さ
れ
た
背
景
に
は
、

自
治
体
病
院
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
の
医
療
機
関
が
置
か
れ
て
い
る

厳
し
い
現
状
が
根
底
に
あ
る
。
中

で
も
医
師
不
足
は
全
国
的
に
深
刻

と
な
っ
て
お
り
、
診
療
科
目
に
よ

っ
て
は
「
診
察
す
る
医
師
不
在
」

を
理
由
に
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な
い

事
態
へ
と
発
展
し
て
い
る
。

特
に
、
医
師
不
足
の
度
合
い
が

進
行
し
て
い
る
の
は
「
産
科
」「
小

児
科
」
「
救
急
」
。
う
ち
産
科
で

は
、
医
師
が
不
在
と
な
っ
た
た
め

に
診
療
を
取
り
や
め
る
こ
と
と
な

り
、
地
元
で
の
出
産
が
不
可
能
と

な
っ
た
地
域
も
現
れ
、
社
会
問
題

化
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

医
師
不
足
を
招
く
一
因
と
な
っ

た
の
が
、
新
医
師
臨
床
研
修
制
度

で
あ
る
。
同
制
度
が
平
成
１６
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
臨

床
研
修
指
定
病
院
の
枠
が
拡
大
さ

れ
、
新
人
医
師
は
一
般
の
民
間
病

院
で
も
研
修
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

同
制
度
実
施
以
前
ま
で
独
占
的

に
新
人
医
師
を
受
け
入
れ
て
い
た

大
学
病
院
は
、
指
定
枠
拡
大
の
影

響
を
受
け
医
師
不
足
に
陥
っ
た
。

大
学
病
院
は
事
態
の
解
消
を
図
る

た
め
、
地
域
医
療
機
関
へ
派
遣
し

て
い
た
医
師
を
引
き
揚
げ
た
。
こ

れ
ら
一
連
の
動
き
は
、
自
治
体
病

院
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
医
療

機
関
に
多
大
な
打
撃
を
与
え
た
。

ま
た
、
診
療
科
ご
と
の
医
師
偏

在
も
、
地
域
の
医
療
機
関
の
医
師

不
足
に
拍
車
を
か
け
る
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
「
産
科
」
「
小
児
科
」

「
外
科
」
な
ど
の
診
療
科
は
勤
務

状
態
が
過
酷
で
あ
る
う
え
、
特
に

産
科
の
場
合
は
訴
訟
リ
ス
ク
も
大

き
く
、
こ
れ
ら
の
診
療
科
を
志
望

す
る
医
学
生
の
減
少
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
わ
が
国

に
居
住
す
る
者
が
等
し
く
医
療
を

受
診
で
き
る
よ
う
▽
医
師
不
足
の

解
消
▽
地
域
・
診
療
科
ご
と
の
医

師
偏
在
の
是
正
▽
産
科
・
小
児
科

医
等
の
育
成
・
確
保
・
定
着
措
置
の

充
実
▽
地
域
医
療
を
担
う
医
師
養

成
に
向
け
た
奨
学
金
制
度
創
設
▽

自
治
体
病
院
へ
の
交
付
税
措
置
の

改
善
―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

な
お
、
福
田
首
相
は
、
産
科
や

小
児
科
の
医
師
不
足
や
救
急
医
療

の
問
題
の
解
消
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ

ン
を
、
今
月
中
に
と
り
ま
と
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

議会 「
医
療
従
事
者
不
足
の
解
消
」が
最
多

３３
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
（上）

意見書・決議の議決状況（上） （２０．１．１～４．３０）

決 議

【税・財政】 【 ３１】 【 ３】
○地方財政の充実・強化 １５ ―
○大阪府予算への所要経費計上 ８ ―
○その他 ８ ３
【地方行政・議会・選挙】 【 ２２】 【 ８】
○地方分権の推進 ７ ―
○国の地方出先機関統廃合の見直し ５ ―
○新たな過疎対策法の制定 ４ ―
○その他 ６ ８
【医療・保健衛生】 【 ２３３】 【 ４】
○医療従事者不足の解消など地域医療・救 ９９ ２
急医療体制の充実・確保
○後期高齢者医療制度・療養病床削減等医 ３８ ―
療制度改革の見直し
○混合型血管奇形の難病指定 ２０ ―
○ハンセン病問題基本法の制定 １３ ―
○歯科医療に係る保険適用範囲の拡大 １２ ―
○乳幼児等医療費助成制度の創設 １０ ―
○国民健康保険の国庫負担金減額措置の廃 ６ ―
止と国庫負担の引き上げ
○助産所の存続 ５ ―
○メディカルコントロール体制の充実 ５ ―
○肝炎問題の早期解決 ４ ―
○その他 ２１ ２
【教育・文化】 【 ５３】 【 ３】
○違法・有害情報から子どもを守るための １０ ―
環境設備
○義務教育費国庫負担制度の堅持 ９ ―
○北陸職業能力開発大学校の存続 ６ ―
○少人数学級の拡充 ５ １
○アイヌ民族の位置づけや権利を審議する ５ ―
機関の設置
○教育予算の拡充 ３ ―
○特別支援教育の改善 ３ ―
○その他 １２ ２
【農林・水産】 【 １２４】 【 １】
○中国製ギョーザ等事件の全容究明と輸入 ５０ ―
食品の検疫体制強化等食の安全性確保
○米価の安定対策 １７ ―
○食料自給率の向上 １２ ―
○飼料価格の高騰対策 ７ ―
○農業委員会の必置規制の堅持 ６ ―
○鳥獣被害防止特措法関連予算の適正使用 ５ ―
○畜産・酪農の経営安定対策 ５ ―
○その他 ２２ １
【公害・環境保全】 【 ９３】 【 ５】
○バイオマス推進基本法（仮称）の制定 ４８ ―
○地球温暖化対策の推進 ２４ ３
○海岸漂着ごみの処理責任の明確化 ６ ―
○その他 １５ ２
【合 計】 【 ５５６】 【 ２４】
【総合計】 【 １５６５】 【 ７８】

意見書件 名

（３） 平成２０年５月１５日 第１６８７・８８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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本
会
の
地
方
分
権
改
革
・
道
州

制
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
�

川
口
浩
・
福
岡
市
議
会
議
長
）
は

４
月
２１
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会

館
で
第
４
回
委
員
会
を
開
い
た
。

同
委
員
会
は
昨
年
９
月
に
全
国

８
０
５
市
を
対
象
に
「
法
令
等
に

よ
る
地
方
議
会
活
動
の
支
障
事
例

等
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
。
会

議
で
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

４
月
２５
日
開
催
さ
れ
る
第
２９
次
地

方
制
度
調
査
会
の
専
門
小
委
員
会

に
対
す
る
本
会
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

地
制
調
で
は
現
在
、
監
査
機
能

の
充
実
強
化
に
つ
い
て
議
論
が
本

格
化
し
て
い
る
。
特
に
監
査
制
度

の
独
立
性
の
観
点
か
ら
、
監
査
委

員
の
選
任
を
議
会
で
選
挙
す
る
方

法
に
変
え
、
現
行
の
議
員
か
ら
の

選
出
を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本

会
な
ど
議
会
三
団
体
か
ら
意
見
を

聴
取
す
る
と
し
て
い
る
。

議
員
選
出
監
査
委
員
に
つ
い

て
、
本
会
の
調
査
時
点
で
は
「
必

要
で
あ
る
」
が
４８
・
９
％
を
占
め

る
一
方
、
「
必
要
で
な
い
」
１０
・

８
％
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」

３４
・
０
％
と
な
っ
た
。「
必
要
」

と
す
る
主
な
意
見
は
、「
住
民
代

表
で
あ
る
議
員
が
市
民
の
目
線
か

ら
監
査
を
行
う
も
の
」な
ど
。「
必

要
で
な
い
」
の
主
な
意
見
は
「
監

査
機
能
の
充
実
強
化
を
図
る
な
ら

専
門
知
識
を
有
す
る
者
の
ほ
う
が

良
い
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
集
約
し
、
地

制
調
専
門
小
委
で
は
、
川
口
委
員

長
が
発
言
す
る
こ
と
と
し
た
（
調

査
結
果
は
５
月
中
に
全
市
へ
送
付

の
予
定
）。

道
路
財
源
の
暫
定
税
率
な
ど
を

定
め
る
改
正
租
税
特
別
措
置
法
が

４
月
３０
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
再

可
決
さ
れ
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
本
年
３
月
末
日
に
失
効
し
た

揮
発
油
税
等
の
暫
定
税
率
が
５
月

１
日
か
ら
復
活
。
１
日
当
た
り
国

で
約
４０
億
円
、
地
方
で
約
２０
億
円

に
も
及
ぶ
歳
入
欠
陥
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

改
正
特
措
法
の
成
立
を
受
け
地

方
六
団
体
で
は
同
日
、
各
会
長
の

連
名
に
よ
る
「
税
制
関
連
法
案
の

成
立
に
伴
う
共
同
声
明
」
を
発

表
。
共
同
声
明
で
は
「（
税
制
関

連
法
案
成
立
に
よ
り
）
歳
入
欠
陥

の
拡
大
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
住
民

生
活
へ
の
深
刻
な
影
響
が
回
避
で

き
る
見
通
し
と
な
っ
た
」

と
の
表
現
が
盛
り
込
ま

れ
、
改
正
特
措
法
の
成
立

を
歓
迎
し
た
。

ま
た
、
今
般
の
暫
定
税

率
の
失
効
等
に
伴
い
発
生

し
た
地
方
の
歳
入
欠
陥
に

対
し
て
は
、
「
速
や
か
に

国
の
責
任
に
お
い
て
適
切

な
補
填
措
置
を
確
実
に
講

じ
ら
れ
た
い
」
と
結
び
、

政
府
に
対
し
起
債
で
の
減

収
補
填
に
よ
ら
ず
、
地
方

特
例
交
付
金
等
に
よ
る
穴
埋
め
を

求
め
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

共
同
声
明
発
表
か
ら
明
け
て
５

月
１
日
、
藤
田
�
之
・
本
会
会
長

（
広
島
市
議
会
議
長
）
ら
六
団
体

の
代
表
は
「
歳
入
欠
陥
に
対
す
る

補
填
措
置
」
を
求
め
、
福
田
康
夫

首
相
ほ
か
政
府
首
脳
ら
と
面
談
。

首
相
は
地
方
の
主
張
に
理
解
を
示

し
、
配
慮
す
る
意
向
を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
六
団
体
の
代
表
は
、
自

民
党
の
谷
垣
禎
一
・
政
調
会
長
ら

与
党
幹
部
と
面
談
し
た
。

こ
れ
ま
で
六
団
体
で
は
、
３
月

末
日
を
迎
え
る
ま
で
は
「
暫
定
税

率
の
維
持
」、
４
月
１
日
以
降
に

つ
い
て
は「
暫
定
税
率
の
復
活
」の

実
現
に
向
け
、
国
民
を
は
じ
め
、

政
府
、
与
野
党
関
係
者
に
対
し
、

積
極
的
に
働
き
か
け
て
き
た
。

本
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
１
月

２１
日
に
「
道
路
特
定
財
源
確
保
緊

急
対
策
本
部
」
を
設
置
し
た
ほ
か

▽
「
道
路
財
源
の
確
保
」
緊
急
大

会
�
２
月
８
日
▽
新
宿
駅
前
で
街

頭
活
動
�
同
日
▽
政
府
首
脳
・
与

野
党
幹
部
へ
の
面
談
�
３
月
２４
日

▽
道
路
暫
定
税
率
の
回
復
と
住
民

生
活
の
安
定
を
求
め
る
緊
急
大
会

�
４
月
１８
日
―
―
を
実
施
し
、
国

と
地
方
を
合
わ
せ
１
日
当
た
り
約

６０
億
円
に
も
上
る
歳
入
欠
陥
の

「
回
避
」
「
終
焉
」
に
向
け
て
努

力
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
六
団
体
の
活
動
が

実
を
結
び
、
改
正
特
措
法
は
憲
法

第
５９
条
の
規
定
に
基
づ
き
衆
議
院

で
再
可
決
さ
れ
、
地
方
財
政
が
置

か
れ
て
い
た
危
機
的
状
況
か
ら
、

よ
う
や
く
脱
却
す
る
に
至
っ
た
。

今
後
の
焦
点
は
、
暫
定
税
率
が

失
効
し
て
か
ら
の
１
カ
月
間
で
地

方
財
政
が
被
っ
た
約
６
０
０
億
円

に
も
及
ぶ
「
歳
入
欠
陥
に
対
す
る

補
填
措
置
」
へ
と
移
行
す
る
。

５月１５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３９市
特例市 ４３市
一般市 ６８４市
特別区 ２３区

地
制
調
へ
の
対
応
協
議

地
方
分
権
改
革

道
州
制
調
査

特
別
委
員
会

道路財源

暫暫定定税税率率がが復復活活
―六団体の活動結実―

あいさつする川口委員長（右、福岡市議長）

藤田本会会長（右）らは谷垣政調会長とも面談

首
相
と
面
談
。右
か
ら
３
人
目
が
藤
田
本
会
会
長
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